




研究目的

1993 年の優生保護統計によると、20 歳未満の中絶件数は 29,193 件となり、2 年連続で減

少している。とはいえ、十代の望まない妊娠、その結果としての出産や中絶は彼らの人生

に大きな身体的、精神的、社会的な禍根を残すことになる。本研究では、性行動が加速化

しているといわれるわが国の十代の現状を探るとともに、世界各国における十代妊娠防止

への取り組み等を学ぶことにより、「望まない妊娠の防止」のための行政施策への提言を

図ることを目的に行われるものである。


